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　住んでいてよかったと思える
町を目指し、地域や集落の特性
を活かしたまちづくりを進めて
まいります。

　地方創生を進展させるために
は、私たち一人ひとりが当事者
意識を持ち、地域の将来を真剣
に考え、できることを行動に移
すことが大切です。

　地域の魅力や課題を把握し、
「地域のつながり」や「資源」を
生かしながら、誰もが地域づく
りを進めていくことができるよ
う支援します。

　令和３年度も、対話を通し、
より多くの声を町政に反映させ
るとともに、信頼関係を構築し
ながら、安全 ・安心のまちづく
りと地域力の向上に、なお一層
取り組んでまいります。

　町民の皆さまおよび議員各位
におかれましては、町政運営に
一層のご支援とご協力を賜り
ますようお願い申し上げ、私の
所信とさせていただきます。

　３月12日に開催された町議会第１回
　定例会冒頭で、大宅町長が施政方針
　を表明しました。
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今月の表紙
　３月27日に開催された聖火リレー
で第１走者を務めた渡部陽稀くん。
　聖火リレーの詳細については、次
号でお伝えします。
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－ 施政方針文末より抜粋 －
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